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して第 3 に，NGO や People’s Organization（以下，PO）などを通じた
市民や民間セクターの行政への参加に法的基盤が与えられ，多元的アク
ターの資源や参加を行政サービスに生かす「ガバナンス」が地方行政の公
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プ（Partnerships in Environmental Management for the Seas of East 










負うことになった（Eisma et al．［2005: 344-345］, Lowry et al．［2005: 















に財政支援を行い，1986 年には USAID の資金援助による「沿岸資源管
理プログラム（Coastal Resource Management Program: CRMP）」の
試験サイトのひとつにリンガエン湾が選定された（Israel et al．［2004: 
111］）。以後，沿岸資源管理事業はフィリピン全土に広がり，これまで
100 以上の事業が実施され，プロジェクト・サイト内に設置された海洋保




20 ～ 25％に過ぎないといわれているのである（Pomeroy et al．［2005: 
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ための PEMSEA 自治体ネットワーク（PEMSEA Network of Local Gov-
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住民参加はおもに PO を通じて行われている。バターン州の 11 の沿岸
地方政府にはいずれも漁民の PO があるが，このうち四つの地方政府では，
町レベルの PO 連合が組織されている（2009 年現在）。また，州レベルの
PO 連合―バターン漁民連合（Alyansa ng Mangingisda sa Bataan）は





han at Ugnayan ng Pangisdaan sa Orion: SUGPO）」は，違法漁業によ
り水産資源が破壊されている現状に危機感を抱いた漁民自身が町レベルの
沿岸資源管理への参加を目的として，1992 年に結成した組織である。ま
た，マリベレス町の「バターン海洋天然資源保護（Sagip Likas Yamang 
Dagat ng Bataan, Inc.: SALBA）」は，NGO「フィリピン農村再建運動




















ている。さらに，Bantay Dagat の長は多くの場合地元の漁民 PO のリー
ダーでもあり，このことは Bantay Dagat の活動における漁民自身のイニ
シャティブを担保するのに貢献している（7）。
ただし，一部の Bantay Dagat については，問題も発生した。メンバー
の漁民が，違法漁業者から金銭を受けとり，違法漁業を見逃していたので
ある。しかしながら，この事態に対する地方政府の対応は厳格なものであっ
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チャンネルを作っている。たとえば，ある PO は 3 週間に 1 回のペース
で定期的に地方政府と会合をもっている。代表が首長と個人的な関係を構









第 1 の要因として，民間セクターや NGO の支援がある。民間セクター
については次項でふれることにして，ここでは NGO，特に PRRM バター
ン支部の支援について概観する。






ける問題，すなわち，NGO による PO の支配を避けようとする PRRM の
配慮をみることができる（8）。











ワークにより，PRRM は地方政府と PO との仲介役としての機能を効果
的に果たすことが可能になっている。
住民参加を支える第 2 の要素として，1998 年漁業法において設置さ
れた「町 / 市漁業海洋資源管理協議会（Municipal/City Fisheries and 
Aquatic Resources Management Councils：M/CFARMC）」の積極的な
活用がある。M/CFARMC は，水産資源の管理や漁業に関する問題を協議
して地方政府に対して条例を提案する機能をもつが（同法第 74 条），同
法第 75 条の規定により，少なくとも 7 人の地元漁民が委員として加わる
ことが可能である。つまり，漁民は自らがかかわる問題について，地方政
府に直接働きかける法的基盤を獲得しているのである。
バターン州では，M/CFARMC の漁民代表は多くの場合 PO のメンバー
であり，M/CFARMC 議長も漁民代表から選出されている。したがって，
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民間企業の関与は 2000 年の事業開始直後から強く，同年 7 月には，州内
に立地する企業 17 社が，フィリピン・ペトロン社の主導によって「バター









第 1 に，BCCFI は，ICM への漁民の参画を促すために彼らの組織化を
支援し，また，PO が世界銀行など国際援助機関から援助資金を獲得する
ための媒介機能を担っている。
第 2 に，BCCFI は，州政府が ICM の調整役として適切に機能するた
めの技術的支援を行っている。同州には，ICM を計画・実施するための
協議機関として州知事を長とする事業調整協議会（Project Coordinating 
Council: PCC）があるが，PCC が軌道に乗るまでの間は，BCCFI 議長が
実質的な議長役を担った。その後，PCC の運営は州政府に委ねられたが，
BCCFI 議長は PCC 議長を務める知事を補佐し続けている。
そして第 3 に，地方政府に対する財政支援である。これに関して


















rate Social Responsibility: CSR）」への自覚を指摘することができるだろ
う。しかし，企業自身の利害との関係において指摘すべきことは，企業活
動の円滑化のための地域社会への投資としての側面である。
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に対する BCCFI や NGO による支援は，それ自身が「ガバナンス」の一
部をなしつつ，ICM における「ガバメント」と「ガバナンス」全体のパフォー









く PEMSEA のもとで ICM を実施しているカビテ州のケースをみていく
ことにしよう（10）。
第 3 節　カビテ州総合沿岸管理事業
カビテ州では，エリネオ・マリクシ（Erineo Maliksi）知事が 2 期目を
迎えた 2004 年に ICM が開始された。この事業では，州政府内に ICM 事
務局を置き，NGO や地元住民で組織する PO の参加を促し，事業への財
政的・技術的支援を行うために民間企業で組織される財団（「持続可能な
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第 2 に，NGO と地方政府との関係である。ICM 開始当初は，PRRM
カビテ支部や「ラサール・コミュニティ開発センター（Lasallian Com-
munity Development Center: LCDC）」，「河川保護協議会（Sagip–Ilog 
Council）」などの NGO が積極的に参加していた。たとえば，2004 年 9
月に実施された海岸清掃は，州政府と Sagip–Ilog Council および LCDC
との緊密な協力のもとで実施された。
ところがその後，州政府の ICM 担当者とこれらの NGO との間の関係
が悪化した。この関係悪化のおもな原因は，UNDP から提供される援助
資金の管理をめぐる対立にあった。NGO 側は，UNDP からの援助資金は
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第 1 に，CASE 内部でリーダーシップをとる企業がなかった。そのため，
会長人事が失敗に終わった。第 2 に，各企業から CASE に派遣された代
表は，出身企業内で ICM にかかわる決定権をもたない者が多かった。そ
のため，CASE の決定事項が企業の活動に反映されなかった。






機能不全に陥った CASE は結成後 2 年ほどで実質的に解散した。これ
を受けて，州政府は NGO を外して新たな民間基金を組織したが，この基





の問題点を考えるならば，次の 2 点を指摘することができる。第 1 に，
NGO・PO と政府との関係の質が，「ガバナンス」の有効性を左右すると















ところが，ICM が始まろうとしていた 2004 年 4 月に，州内政治が不
安定化した。事の発端は，同知事が同年選挙で下院議員に立候補したクリ





レムリャ家の三男である副知事が 2005 年 8 月に，前年 10 月に実施され
た非常用米買い付けにかかわる知事の「不正行為」をオンブズマンに提訴
したのである。この「不正行為」の内容は，知事が米の架空買い付けを行い，
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知事が ICM 推進に向けた強い政治的意思と指導力を示したこと，第 2 に，
官僚組織のなかで豊富な経験と人脈をもつ人材がこの事業に配置されたこ










たもうひとつの要因として重要なのは，NGO や PO が地方政府との間に
公式・非公式なネットワークを構築していたことである。とくに，NGO
や PO に政府公職者が参加していることは，同州における政府―NGO・












































知事が ICM 推進に向けた強い政治的意思と指導力を示したこと，第 2 に，
官僚組織のなかで豊富な経験と人脈をもつ人材がこの事業に配置されたこ










たもうひとつの要因として重要なのは，NGO や PO が地方政府との間に
公式・非公式なネットワークを構築していたことである。とくに，NGO
や PO に政府公職者が参加していることは，同州における政府―NGO・


























もとづいている。調査期間は，2009 年 8 月 17 日から 21 日まで，同年 9 月 22
日から 25 日まで，2010 年 8 月 22 日から 26 日までである。







候補資格を失っているとして中央選挙管理委員会に提訴した（ 1 期目：1994 ～
1995 年， 2 期目：1995 ～ 1998 年， 3 期目：1998 ～ 2001 年）。中央選管は
1994 年から 1995 年は失職したガルシア知事の任期に当たるとの判断を下したた









（ 5 ）PNLG は，PEMSEA のもとで ICM を実施している地方自治体で構成される国
際的ネットワークとして 2001 年に結成された。ICM に関する情報や意見の交換
の場として機能している。
（ 6 ）なお，ICM 管理局長に関して付言するならば，同局長の父親は漁業を営んでいた。
そして，局長自身，1980 年代と比較して 1990 年代以降の漁獲量が減少していっ
た様子を，父親の姿を通して実感してきたという。このことは，同局長が ICM に
精力的に取り組む動機の重要な部分をなしているということがいえよう。
（ 7 ）バターン州には全体で 1 万 3000 人弱の漁民がおり，そのうちの 60 ～ 70％は
何らかの漁民組織のメンバーになっている。
（ 8 ）フィリピンでは，NGO が PO を支援・指導する関係にあるが，この関係のなか
で NGO による PO の支配が発生することが指摘されている。NGO が PO のニー
ズを無視して自らの望む事業を押し付けたり，事業の管理権を NGO が握ってし
まうといったことが起きるのである。この背景には，資金調達力と知識をもつ
NGO と，それを NGO に依存せざるを得ない PO との間に横たわる資源格差の問
題がある（Ferrer［1997］）。
（ 9 ）筆者は，2010 年 3 月 26 日にフィリピン・ペトロン社本社で行われた ICM 管
理局と BCCFI 幹部との会議を傍聴する機会を得た。筆者が傍聴したときの議題は，
沿岸環境保全の必要性に関して地域住民をどのように啓蒙すべきか，という点で
あったが，ICM 管理局が提案した案に対して BCCFI 側がその有効性につき疑問
点をただすなど，会議はさながら管理局職員に対する行政能力向上のためのワー
クショップの様相を呈していた。
（10）カビテ州の事例に関する記述は，2006 年から 2010 年の間に数回にわたって筆
者が実施した現地調査における関係者へのインタビュー調査および収集資料，そ
の後に電子メールで州政府関係者から収集した追加情報にもとづいている。
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もとづいている。調査期間は，2009 年 8 月 17 日から 21 日まで，同年 9 月 22
日から 25 日まで，2010 年 8 月 22 日から 26 日までである。







候補資格を失っているとして中央選挙管理委員会に提訴した（ 1 期目：1994 ～
1995 年， 2 期目：1995 ～ 1998 年， 3 期目：1998 ～ 2001 年）。中央選管は
1994 年から 1995 年は失職したガルシア知事の任期に当たるとの判断を下したた









（ 5 ）PNLG は，PEMSEA のもとで ICM を実施している地方自治体で構成される国
際的ネットワークとして 2001 年に結成された。ICM に関する情報や意見の交換
の場として機能している。
（ 6 ）なお，ICM 管理局長に関して付言するならば，同局長の父親は漁業を営んでいた。
そして，局長自身，1980 年代と比較して 1990 年代以降の漁獲量が減少していっ
た様子を，父親の姿を通して実感してきたという。このことは，同局長が ICM に
精力的に取り組む動機の重要な部分をなしているということがいえよう。
（ 7 ）バターン州には全体で 1 万 3000 人弱の漁民がおり，そのうちの 60 ～ 70％は
何らかの漁民組織のメンバーになっている。
（ 8 ）フィリピンでは，NGO が PO を支援・指導する関係にあるが，この関係のなか
で NGO による PO の支配が発生することが指摘されている。NGO が PO のニー
ズを無視して自らの望む事業を押し付けたり，事業の管理権を NGO が握ってし
まうといったことが起きるのである。この背景には，資金調達力と知識をもつ
NGO と，それを NGO に依存せざるを得ない PO との間に横たわる資源格差の問
題がある（Ferrer［1997］）。
（ 9 ）筆者は，2010 年 3 月 26 日にフィリピン・ペトロン社本社で行われた ICM 管
理局と BCCFI 幹部との会議を傍聴する機会を得た。筆者が傍聴したときの議題は，
沿岸環境保全の必要性に関して地域住民をどのように啓蒙すべきか，という点で
あったが，ICM 管理局が提案した案に対して BCCFI 側がその有効性につき疑問
点をただすなど，会議はさながら管理局職員に対する行政能力向上のためのワー
クショップの様相を呈していた。
（10）カビテ州の事例に関する記述は，2006 年から 2010 年の間に数回にわたって筆
者が実施した現地調査における関係者へのインタビュー調査および収集資料，そ
の後に電子メールで州政府関係者から収集した追加情報にもとづいている。
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1960 年代から 1980 年代にかけて，東南アジア諸国はまさに開発の時
代の真っ只中にあった。マレーシアのみならず，インドネシア，フィリピ
ン，タイなどにおいても，国家主導の開発が推進された。しかし，1980
年代後半から，開発主義と不可分な権威主義体制に対する批判が起こり，
これを契機とした民主化運動が東南アジア諸国に波及した。さらにその後，
